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3. 里見英俊, Andrey Bychkov, 桝澤容子, 乳井美樹, 星 和栄, 下岡友子, 佐藤奈緒美, 伊菅 大貴, 角田敏一, 熊田香織, 
松本信雄, 小山芳徳, 堀 隆, 福岡順也. A case of papillary thyroid carcinoma, hobnail variant New entity in the WHO 
classification. 日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.10;57(Suppl.2):625. 

4. 有働恵美子, 佐藤俊輔, 的場苑子, 白井貴浩, 壁村慎作, 中村裕一郎, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾. 
Analysis of Prostatic Anterior Fat Pad Harboring Prostate Cancer Metastasis at Radical Prostatectomy. 日本病理学会会誌. 
2018 2018.04;107(1):392. 

5. 福岡順也, 堀 隆, Groen Ruben, 尹 漢勝. デジタルサイトロジーのフロンティアと課題 WSI によるデジタルサイト

ロジーの診断と課題. 日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.04;57(Suppl.1):151. 

6. 福岡順也. 間質性肺炎の診断と病因に関する現状と課題 膠原病関連間質性肺炎の病理. 日本病理学会会誌. 2018 
2018.04;107(1):225. 

7. 福岡順也. デジタルパソロジーの導入で病理診断はどう変わっていくか? AI 後の病理医の役割は?Pro の立場から. 
日本病理学会会誌. 2018 2018.04;107(1):549. 

8. 武井玲生仁, 山野泰彦, 横山俊樹, 松田俊明, 片岡健介, 木村智樹, 上甲 剛, 福岡順也, 近藤康博. 外科的肺生検で

診断した慢性過敏性肺炎の特徴と Delphi 法を用いた分類基準の有用性の検討. 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患

学会雑誌. 2018 2018.10;38(サプリメント号):69. 

9. 藤本大智, 細谷和貴, 河内勇人, 佐藤悠城, 永田一真, 中川 淳, 立川 良, 浜川博司, 伊達直希, 高橋 豊, 山下大裕, 
今井幸弘, 北村由香, 福岡順也, 富井啓介. 22C3 抗体と SP263 抗体を用いた PD-L1 発現の比較. 肺癌. 

10. 土谷智史, 松本桂太郎, 宮崎拓郎, 畑地 豪, 朝重耕一, 中村洋一, 林 靖之, 福岡順也, 山崎直哉, 永安 武. 局所進行

非小細胞肺癌に対するシスプラチン・TS-1・放射線治療併用術前療法の第 II 相試験での N2 症例の検討. 日本呼吸器

外科学会雑誌. 2018 2018.04;32(3):O6-5. 

11. 土屋 裕, 江頭玲子, 澄川裕充, 上甲 剛, 福岡順也, 近藤康博, Lynch David, Solomon Joshua. 関節リウマチ関連通常型

間質性肺炎の画像診断における IPF ガイドライン HRCT criteria の有用性の検討 . 日本呼吸器学会誌 . 2018 
2018.03;7(増刊):275. 

12. 渡辺至都, 古川智偉, 立花由梨, 黒田揮志夫, アンドレー・ビチコフ, 桝澤容子, 砂川恵伸, 尹 漢勝, 福岡順也. 
Nagasaki NET: Propose of a model to reform working environment in Pathology. 日本病理学会会誌. 2018 2018.10;107(2):118. 

13. 田中 圭, 安倍邦子, 今泉利信, 平山三国, 濱崎幸恵, 芝原一樹, 穴見正信, 新野大介, 岸川正大, 福岡順也. 乳児に発

生した左前腕滑膜肉腫の一例. 日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.04;57(Suppl.1):250. 

14. 谷口大輔, 朝重耕一, 土肥良一郎, 畑地 豪, 宮崎拓郎, 松本桂太郎, 土谷智史, 福岡順也, 永安 武. 当科における胸

腺原発カルチノイド腫瘍切除例の検討. 肺癌. 2018 2018.10;58(6):786. 

15. 早田正和, 新野大介, 福岡順也. Tyramide ISH 法による HTLV-1 の検出には熱による前処理が役に立つ. 日本病理学

会会誌. 2018 2018.04;107(1):358. 

16. 山野泰彦, 福岡順也. リウマチ性疾患の合併症(感染症以外・アミロイドーシス・その他)3:その他 2 外科的肺生検を

施行した Interstitial Pneumonia with Autoimmune Features-Usual Interstitial Pneumonia(IPAF-UIP)と CTD-UIP の臨床、治

療反応の検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集. 2018 2018.03;62 回:580. 

17. 山本雄太, 桐山郁子, 細川浩平, 酒井伸也, 菅原敬文, 浅木彰則, 灘野成人, 杉本龍士郎, 寺本典弘, 福岡順也. 健診

を契機に発見された類上皮血管内皮腫の 1例. 日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集. 2018 2018.09;54回:S519-S20. 

18. 山口博之, 道津洋介, 嶋田 緑, 谷口寛和, 行徳 宏, 千住博明, 池田喬哉, 福田 実, 高木理博, 福岡順也, 迎 寛. 気
管・気管支 MALT リンパ腫の 5 例. 肺癌. 2018 2018.10;58(6):739. 

19. 山口博之, 嶋田 緑, 谷口寛和, 道津洋介, 行徳 宏, 千住博明, 池田喬哉, 中富克己, 福田 実, 石田佳央里, 安倍邦子, 
福岡順也, 迎 寛. 当院で経験した気管・気管支 MALT リンパ腫の検討. 気管支学. 2018 2018.05;40(Suppl.):S345. 

20. 坂本憲穂, 宮村拓人, 由良博一, 中島章太, 石本裕士, 松島加代子, 黒田揮志夫, 石松祐二, 福岡順也, 迎 寛. サルコ

イドーシスとクローン病の合併と考えられた 1 例 . 日本サルコイドーシス /肉芽腫性疾患学会雑誌 . 2018 
2018.10;38(サプリメント号):72. 
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21. 今泉利信, 安倍邦子, 平山三国, 田中 圭, シン友喜, 穴見正信, 新野大介, 福岡順也, 岸川正大. 化生癌との鑑別困

難であった乳腺原発多形腺腫の 1 例. 日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.10;57(Suppl.2):657. 

22. 今井 諒, 蒲原涼太郎, 朝重耕一, 畑地 豪, 宮崎拓郎, 松本桂太郎, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 福岡順也. 緩徐に

増大する part-solid noduleを呈し、早期肺腺癌との鑑別が困難であった肺良性疾患の 2例. 肺癌. 2018 2018.08;58(4):310. 

23. 戸村秀志, 太田祐樹, 牟田久美子, 北村峰昭, 山下 裕, 小畑陽子, 辻 創介, 清水俊匡, 川上 純, 福岡順也, 西野友哉. 
腎髄質へのアミロイド沈着の証明により腎機能障害の原因が明らかとなった一例 . 日本腎臓学会誌 . 2018 
2018.08;60(6):760. 

24. 古川大記, 近藤康博, 谷口博之, 上甲 剛, 福岡順也. HRCT 診断 Possible UIP pattern の間質性肺炎における多分野合

議(MDD)の意義. 日本呼吸器学会誌. 2018 2018.03;7(増刊):152. 

25. 熊田香織, 小山芳徳, 松本信雄, 佐藤奈緒美, 里見英俊, 乳井美樹, 堀 隆, 星 和栄, 福岡順也. 胆嚢小細胞癌の一例. 
日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.04;57(Suppl.1):258. 

26. 丸田浩志, 朝重耕一, 畑地 豪, 蒲原涼太郎, 宮崎拓郎, 松本桂太郎, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 福岡順也. 緩徐

な増大傾向を示し、カルチノイドと鑑別が困難であった IMT(Inflammatory Myofibroblastic Tumor)の 1 例. 肺癌. 2018 
2018.08;58(4):312. 

27. 下岡友子, 小山芳徳, 角田敏一, 伊菅大貴, 中田智明, 里見英俊, 乳井美樹, 星 和栄, 堀 隆, 福岡順也. 乳頭癌とそ

の脱分化発生と思われる未分化癌が共存した甲状腺癌の一例. 日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.04;57(Suppl.1):240. 

28. シン友喜, 新野大介, 平山三国, 今泉利信, 田中 圭, 福岡順也. 術中迅速診断における中枢神経原発悪性リンパ腫と

膠芽腫の細胞学的検討. 日本臨床細胞学会雑誌. 2018 2018.10;57(Suppl.2):582. 

29. 二反田隆夫(長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科病理学・病理診断科), 早田正和, 山本優里香, 田中 圭, 芝原一樹, 
シン友喜, 大館拓真, 山形真祐美：乳癌症例における組織マイクロアレイの活用 High-density pile-up array 法を用い

た ER、PgR および HER-2 の網羅的検査 日本医学検査学会抄録集 67 回 Page237(2018.05) 

30. 哲翁華子、黒田揮志夫、二口 充、福岡順也他、腹部腫瘤として発見された腸間膜滑膜肉腫の一例、日本臨床外科

学会雑誌 、79 巻増刊、2018 

31. 福嶋かほり, 宮崎禎一郎, 中岡賢治朗, 北之園寛子, 金本 正, 太田理絵, 島 智秋, 長岡篤志, 吉村俊祐, 立石洋平, 
白石裕一, 吉田光一, 崎村千春, 二口 充, 辻野 彰：診断に苦慮した炎症性乳癌による癌性髄膜炎の 1 例：臨床神経

学(0009-918X)58 巻 11 号 Page717 , 2018 

32. 哲翁華子, 井上悠介, 虎島泰洋, 伊藤信一郎, 小林和真, 山之内孝彰, 金高賢悟, 高槻光寿, 黒田揮志夫, 二口 充, 福
岡順也, 江口 晋：腹部腫瘤として発見された腸間膜滑膜肉腫の一例：日本臨床外科学会雑誌(1345-2843)79 巻増刊 
Page681. 2018 

33. 二口 充: 新しいがん治療に向けた微小環境の解明 骨微小環境におけるがん幹細胞誘導メカニズム 治療抵抗性と

の関連：日本癌学会総会記事(0546-0476)77 回 Page164, 2018 

34. 橋本恭子, 越智広樹, 砂村聡子, 小坂展慶, 大川 淳, 落谷孝広, 二口 充, 竹田 秀, 佐藤信吾: がん細胞由来分泌型

マイクロ RNA による骨転移微小環境制御機構の解明：日本骨代謝学会学術集会プログラム抄録集(1349-0761)36 回 
Page145, 2018 

35. 松本晴年, 安藤さえこ, 深町勝巳, 二口 充, 酒々井眞澄: 沖縄県自生植物芭蕉(バショウ、Musa basjoo)葉抽出物のヒ

ト大腸がん細胞に対する細胞毒性：The Journal of Toxicological Sciences(0388-1350)42 巻 Suppl. Page S246, 2018 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

7 1 8 13 2 41 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

福岡順也・教授 Board of Director Digital Pathology Association 

福岡順也・教授 Membership committee Digital Pathology Association 

福岡順也・教授 Program committee Digital Pathology Association 
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福岡順也・教授 Resident Participation Subcommittee Pulmonary Pathology Society 

福岡順也・教授 Asian Outreach Subcommittee Pulmonary Pathology Society 

福岡順也・教授 Official Abstract Reviewer College of American Pathology (CAP) 

福岡順也・教授 Section Editor Archives of Pathology Laboratory Medicine 

福岡順也・教授 Editor Journal of BioMedicine 

福岡順也・教授 評議員 日本病理学会 

福岡順也・教授 社会への情報発信委員 日本病理学会 

福岡順也・教授 評議員 日本肺癌学会 

福岡順也・教授 編集委員 日本肺癌学会 

福岡順也・教授 データベース委員 日本肺癌学会 

福岡順也・教授 びまん性肺疾患学術部会役員 日本呼吸器学会 

福岡順也・教授 幹事 日本デジタルパソロジー研究会 

福岡順也・教授 間質性肺疾患研究会 幹事 

福岡順也・教授 びまん性肺疾患研究会 ゲストパネル 

福岡順也・教授 福岡びまん性肺疾患研究会 世話人 

福岡順也・教授 大阪びまん性肺疾患フォーラム 世話人 

福岡順也・教授 九州びまん性肺疾患研究会 ゲストパネル 

新野大介・教授 評議員 日本病理学会 

新野大介・教授 世話人 長崎胃疾患検討会 

新野大介・教授 委員 長崎県腫瘍登録委員会 

二口充・准教授 評議員 日本癌学会 

二口充・准教授 学術評議員 日本病理学会 

二口充・准教授 Pathology International 刊 行 委 員 (Editorial 
Board)） 

日本病理学会 

二口充・准教授 評議員 日本がん転移学会 

二口充・准教授 The Journal of Toxicological Science, Editorial 
Board 

日本トキシコロジー学会 

二口充・准教授 Fundamental Toxicological Sciences, Associate 
Editor 

日本トキシコロジー学会 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

福岡順也・教授 AMED 分担 病理医不足を解決する WSI を用いた医療チ

ームによる Medical Arts の創成研究班 

福岡順也・教授 AMED 分担 特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビデ

ンス創出のためのクラウド型統合データベ

ースとインタラクティブ診断システムの開

発に関する研究班 

福岡順也・教授 AMED 分担 『AI（人工知能）ホスピタルによる高度診

断・治療システム』 
「リキッドバイオプシーと AI を用いた低侵

襲がん術後再発超早期診断システムの開発」 

新野 大介・教授 文部科学省 分担 挑戦的萌芽研究「原爆被ばくによる悪性リン

パ腫発症リスク解明への新たなアプローチ」 
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新野 大介・教授 文部科学省 分担 HTLV-1 キャリアに対する miRNA を用い

た ATL 発症スクリーニング検査の確立 

二口充・准教授 文部科学省 分担 平成 28-33 年度、新学術領域（研究領域提案

型）、学術研究支援基盤形成「モデル動物支

援プラットフォーム」 

黒田揮志夫・助教 長崎大学 代表 人間と AI との相互教育を目的とした病理診

断システムの構築と学生ベンチャー企業の

創設 

福岡順也・教授 株式会社 N Lab 新アレイ技術とデジタルパソロジーを用い

た診断精度管理を目指す研究 

福岡順也・教授 株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン 遠隔病理レポートシステムを用いた実証研

究 

福岡順也・教授 アステラス製薬株式会社 肺癌臨床検体を用いた腫瘍解析モデルの作

製 

福岡順也・教授 一般社団法人日本病理学会 病理画像データベースの拡充 

 
特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

福岡順也・教授 組織アレイの製造装置 平成 22 年

10 月 27 日 
平成 26 年

11 月 28 日 
特許第 5652769 号 

福岡順也・教授 ヒト肺高血圧症に類似した病態を示すモデ

ル動物及びその作成方法 
平成 25 年 

9 月 5 日 
 特願 2013-183870 

福岡順也・教授 
吉川 亮 

切片封入用デバイスおよびその製造方法と

用途 
平成 29 年 

12 月 8 日 
出願中 特願 2017-236504 

二口充・准教授 共役リノレン酸を有効成分とする乳癌抑制

剤 
平成 11 年 
5 月 28 日 

 特許第 3207824 号 

二口充・准教授 Method for the production of in vivo model 
of hepatocellular carcinoma without lung 
metastasis 

 Oct. 14, 
200 

US 6,632,975 B1, 
USA 

二口充・准教授 インビボ肝腫瘍肺転移モデルの製造方法 平成 12 年 
1 月 20 日 

 特開 2001-204296 

二口充・准教授 ナノ粒子の吸入暴露による発がんのリスク

マーカーおよびその用途 
平成 12 年 
1 月 20 日 

 特願 2009-071951 

二口充・准教授 PCT 出願「ナノ粒子の吸入暴露による発が

んのリスクマーカーおよびその用途」 
 平成 21 年 

9 月 25 日 
PCT/JP2009/004848 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

福岡順也・教授 病理学 亀田医療技術専門学校 

新野大介・教授 客員教授（医学部医学科） 久留米大学医学部医学科 

新野大介・教授 非常勤講師（病理学） 久留米大学医学部病理学講座 

新野大介・教授 非常勤講師（病理学） 長崎市医師会看護学校 
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新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

福岡順也・教授 デジタルパソロジー

の新局面  
世界に通用する「次世

代型病理医」育成へ 

週刊医学界新

聞 第 3261 号 
2018 年 
02月 19日 

デジタルパソロジーによる診断と病理

医の育成 

福岡順也・教授 亀田京橋クリニック

が遠隔デジタル画像

診断センター内覧会

を開催 

Innavi net 2018 年 
8 月 27 日 

亀田総合病院が亀田京橋クリニック内

にセンター開設 

福岡順也・教授 病理と放射線科を融

合、亀田の遠隔デジタ

ル画像診断（page 2） 

日経デジタル

ヘルス 
2018 年 
8 月 27 日 

亀田総合病院が亀田京橋クリニック内

にセンター開設 

新野大介・教授 遠隔病理診断 長崎新聞 7 月 16 日 手術中の病理診断可能に 長崎県上五島

病院 

 


